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第Ⅰ章 序論  
 



















 一方、ヨーロッパにおいては、欧州評議会による「文化の道」の登録制度が 1980 年代か
ら開始する。欧州評議会が定義する「文化の道」は物理的な道路そのものではなく、ある
特定の文化的な文脈の中で選択される特定の順序だった行程を物語るより幅広い個々の都
市の集合体とされる 7、 8。 










また、国際記念物遺跡会議（ICOMOS/ International Council on Monuments and Sites、





















































































































































































































































506.4 ヘクタールに及ぶ 34。 




景の下に、6 世紀に日本に仏教が伝来し 7 世紀後半に国家を鎮護する宗教となって以降、
紀伊山地は仏教の山岳修行の場となり、9 世紀に伝えられた真言密教もまたこの地を山岳
修行道場として定着した。 















































































①吉野・大峯 吉野山 吉野水分神社 金峯神社 金峯山寺 吉水神社 大峰山寺 
②熊野三山  熊野本宮大社 熊野速玉大社 熊野那智大社 青岸渡寺 
那智大滝 那智原始林 補陀洛山寺 
③高野山   丹生都比売神社 金剛峯寺 慈尊院 丹生官省符神社 
④参詣道   大峯奥駈道 
熊野参詣道 中辺路 小辺路 大辺路 伊勢路 












『世界遺産紀伊山地の霊場と参詣道  境界線の軽微な変更に関する提案書』より抜粋  
図  2 紀伊山地の霊場と参詣道構成資産  
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４ 熊野参詣道伊勢路の特徴  
（１）他の熊野参詣道との比較  
前節までの記述内容から、熊野参詣道の 4 つの経路について特徴を整理した（表１）。 
 
表  1 熊野参詣道の経路ごとの特徴  
経路名  経路位置  起点／終点  利用の盛期  利用者  利用目的  通行方向  
中辺路  紀 伊 半 島 を
横断  
田辺／熊野三山  10 世紀から






大辺路  西海岸沿い  田辺／熊野三山  17 世紀から










高野山／熊野三山  16 世紀から
19 世紀  
畿内の住人  熊野詣  
西国巡礼  
双方向か  
伊勢路  東海岸沿い  伊勢神宮／熊野三
山  
17 世紀から
19 世紀  











主に地方民衆による旅が活発化する 17 世紀から 19 世紀にかけて利用されている。伊勢路









































表  2 熊野参詣道伊勢路の構成資産  
















荷坂峠道  北牟婁郡紀北町紀伊長島区東長島地内  １．１ km 
三浦峠道  
（熊ヶ谷道）  





馬越峠道  北牟婁郡紀北町海山区相賀から尾鷲市北浦町間  ２．５km 
八鬼山道  尾鷲市矢浜大道から同市三木里間  ６．６km 
三木峠道  
羽後峠道  
尾鷲市三木里から同市賀田間  １．８km 
曽根次郎坂・太郎坂  尾鷲市曽根町から熊野市二木島町間  ４．０㎞  
二木島峠道  
逢神坂峠道  
熊野市二木島町から同市新鹿町間  ３．１㎞  
波田須の道  熊野市波田須町地内  ０．３㎞  
大吹峠道  熊野市西波田須町から同市大泊町間  １．４ km 
観音道  熊野市大泊町地内  ０．９ km 
松本峠道  熊野市大泊町から同市木本町間  ０．７ km 
横垣峠道  南牟婁郡御浜町神ノ木から同町阪本間  ２．０ km 
風伝峠道  南牟婁郡御浜町栗須から熊野市紀和町矢の川間  １．１ km 
本宮道  
熊野市紀和町矢の川地内  
  〃   〃  小川口から小栗須  
  〃   〃  小栗須から湯の口  
  〃   〃  湯の口から大河内  













七里御浜  熊野市井戸町から南牟婁郡紀宝町鵜殿  １８．０ km 
花の窟  熊野市有馬町字上ノ地 130-1、 130-2、 130-3 １９、７０７㎡  
天然記念物及び名勝  
熊野の鬼ヶ城附獅子巖  








指定名称：熊野参詣道 紀伊路 中辺路 大辺路 小辺路 伊勢路 熊野川 七里御浜 
花の窟   
指定年月日     ：平成 12（2000）年 11 月 2 日 
分離・追加指定年月日：平成 14（2002）年 12 月 19 日 

































５ 熊野参詣道伊勢路の現況  




保護が図られてきた。しかし、平成 26（2014）年には登録後 10 年が経過し、熊野参詣道
伊勢路の課題が次第に明らかとなってきている。 
 













人から、世界遺産登録 10 周年の平成 26（2014）年の 428,698 人へと急激に増加している。





















































































































第Ⅲ章 熊野参詣道伊勢路の空間  
 







































































３ 基本的経路の把握  






表  3 分析対象の道中案内一覧 56 
書名  
発行年  
和暦  西暦  
『西国三十三所道しるへ』            元禄３年  1690 
『順礼案内記』                享保 13 年  1728 
『西国巡礼細見記』               安永５年  1776 
『順礼道中指南車』               天明２年  1782 
『西国巡礼道中細見増補指南車』        文化３年  1806 
『新増補細見指南車』          文政 12 年  1829 







































表  4 道中案内記載の伊勢山田から熊野新宮までの地名表  
西国三十三















元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  平成 10 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 1998 
宇治橋  伊勢山田  山田  山田  山田  山田  山田  伊勢市  
  やなぎ  やなぎ  柳  柳／河端  川端  柳  川端町  
     ばんと村  ばんど村  坂東  
     上地村  上地村  上地町  
  （ゆた野）  ゆだの  いたの  いた野  ゆた野  湯田野  
   のしば  のしば  しば    
     田丸新町  田丸新町   
たまる  田丸  田丸  田丸  田丸  田丸  田丸  田丸  
      野篠村  野篠  
池辺       蚊野村  蚊野  
 原  原  はら  原  原  原  原  
あふか       野中村  野中  
     鳴川村  鳴川村  成川  
さな  あふかせ  大かせ  大かせ  おおかせ  大がせ  相鹿瀬  相鹿瀬  
      千代村  千代  
     柳原村  柳原村  柳原  
北とち原  とち原  とぢ原  とちが原  とちが原  
栃原村  
橡原  栃原  栃原  
      神瀬村  神瀬  
     下楠  下楠  下楠  
あお  あを  あほ  あを  あを  粟生  粟生  粟生  
三瀬村  ミせ  みせ  三せ  みせ  三瀬  三瀬  下三瀬  
野尻  のじり  野じり  のじり  のじり  野尻  野尻  滝原  
あそふ  あそ  あそ  あそ  あそ  阿曽  阿曽  阿曽  
柏野  かしハの  柏野  かしわの  かしわの  柏野  柏野  柏野  
山崎  さき  さき  さき  さき  崎  崎村  崎  
こま  こま  こま  こま  こま  駒  駒村  駒  
まゆミ  まゆミ  まゆみ  まゆみ  まゆミ  間弓  間弓  間弓  
  大津村  大津村  大津村  大つ  大津  大津  
梅が谷   梅が谷村  梅が谷村  梅が谷  梅ヶ谷  梅ヶ谷  梅ヶ谷  
     片上村  片上村  片上  
にがう   から村  にがう村  二がう村  かう村  かう村  東長島  
長嶋  長嶋  長島  ながしま  長嶋  長嶋  長嶋  長島  
古里   ふる里村  ふる里村  ふるさと村  古里村  古里村  古里  
たう瀬   どうぜ村  どうぜ村   同瀬村  同瀬村  道瀬  
三浦  ミうら  三うら  三うら  三浦  三浦  三浦  三浦  
馬瀬  むまぜ  馬瀬  むまぜ  馬ぜ  馬瀬  馬瀬  馬瀬  
鳥井村    とりい村  とりゐ村  鳥井村    
上里村   上里村  上ミ里村  上さと村  上里村  上里村  上里  
中里村   中里村  中里村  中里村  中里村  中里村  中里  
下里村   下里村  下里村  下里村     
      船津新田  
新田  
中新田  
舟津   船津村     船津村  船津  
香の本  この本  香の本  こうのもと  香の元  香本  木本  相賀  
原びんの村   ひんの村  びんの村  びんの村  びんの村  びんの村  便ノ山  
   まごせ村     鷲下  
おわし  おハし  おわし  おわし  尾わし  尾鷲  尾鷲  尾鷲市  
     八之濱村  八之濱村  矢浜  
三鬼  ミき  三鬼  みき  三鬼  三鬼  三木  三木里町  
かた      加田  加田村  賀田町  
曽根  そね  そね  そ禰  そね  曽祢  曽祢  曽根町  
二鬼嶋  にきしま  にぎ島  にぎじま  二鬼嶋  二鬼嶋  二木嶋  二木島町  
あたしか  あたしか  あたじか  あたしか  あたしか  新鹿  新鹿  新鹿町  
はたす  はだす  はだす  はだす  はだす  波田須  波田須  波田須町  
大泊  大とまり  大とまり  大とまり  大泊  大泊  大泊  大泊町  
木之本  木の本  木の本  木の元  
木の本  
木の元  木本  木本  木本町  
有馬  ありま  有馬  ありま  ありま  有馬  有馬  有馬町  
   一木村  一木村   市木村  下市木  
あたわ  あたハ  あたわ  あたわ  あたわ  阿田和  阿田和  阿田和  
伊田   伊田村  井田村  井田村  井田村  井田  井田  
うハ野      宇和埜村  宇和野村  上野  
なる川   なる川  なる河村  なる川村  鳴川村  鳴川村  成川  


















表  5 検討に使用した近代刊行地図一覧  
発行者  測量年  発行年  縮尺  図郭  
大日本帝国陸地測量部  明治 25 年  大正 7 年  1918 2 万分の 1 地形図  山田  
大日本帝国陸地測量部  
明治 25 年測量  
明治 31 修正  
明治 31 年  1898 2 万分の 1 地形図  田丸町  
大日本帝国陸地測量部  明治 25 年  明治 27 年  1894 2 万分の 1 地形図  五谷村  
大日本帝国陸地測量部  明治 25 年  明治 27 年  1894 2 万分の 1 地形図  川添村  
大日本帝国陸地測量部  明治 25 年  明治 27 年  1894 2 万分の 1 地形図  滝原村  
大日本帝国陸地測量部  明治 44 年  大正 2 年  1913 5 万分の 1 地形図  長嶋  
大日本帝国陸地測量部  明治 44 年  大正元年  1912 5 万分の 1 地形図  嶋勝  
大日本帝国陸地測量部  明治 44 年  大正 2 年  1913 5 万分の 1 地形図  尾鷲  
大日本帝国陸地測量部  明治 44 年  大正 2 年  1913 5 万分の 1 地形図  木本  
大日本帝国陸地測量部  明治 44 年  大正 2 年  1913 5 万分の 1 地形図  阿田和  



















図４－２  熊野参詣道伊勢路の基本経路①  
 




































図４－ 12 熊野参詣道伊勢路の基本経路⑪  
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図  5 選択的経路のある礼拝施設位置図  
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表  6 瀧原宮への経路記述状況  
書名  




西 国 巡 礼 細
見記  
順 礼 道 中 指
南車   
西 国 巡 礼 道
中 細 見 増 補
指南車  
新 増 補 細 見
指南車  
天 保 新 増 西
国 順 礼 道 中
細見大全  
刊行年  
元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  
此 所 ニ 瀧 原
大 明 神 の 社
有  
此 所 に た き
の 原 太 神 宮
の御やしろ  
△ 瀧 の 原 大
明神の社  
△ 瀧 の 原 太
神宮  
▲ 滝 が 原 太
神宮の社  
村 中 十 町 バ
か り 行 左 之
森 の 中 ニ 瀧
原 太 神 宮 の
社 あ り 御 本
社 二 処 伊 弉
諾 伊 弉 冉 二
神 を 祭 る こ
の 外 末 社 有
当 社 ハ 内 外
宮 御 造 替 の
度 一 年 前 ニ
公 儀 よ り 同
御 造 替 あ り
とぞ  
村 中 十 町 斗
行 左 の 森 の
中 に 瀧 原 大
神 宮 の 社 あ
り 御 本 社 二
座 伊 弉 諾 伊
弉 冊 二 神 を
祭 る そ の 外
末 社 有 当 社
は 内 外 両 宮
御 造 替 の 度
一 年 前 ニ 公
儀 よ り 同 御
造替有とぞ  
          
森 の 北 口 よ
り 入 て 正 面
南 の 口 へ か
け ぬ け 二 町
バ か り 廻 り
也  
森 の 北 口 よ
り 入 て 正 面
南 の 口 へ か









図  7 『西国三十三所名所図会 62』「瀧原宮」（赤枠は図５の拡大部分）  
 





図  9 瀧原宮神域森林内部の道  
 































表  7 天狗窟屋への経路記述状況  
書名  
西 国 三 十 三
所道しるへ  
順礼案内記  
西 国 巡 礼 細
見記  
順 礼 道 中 指
南車   
西 国 巡 礼 道
中 細 見 増 補
指南車  
新 増 補 細 見
指南車  
天 保 新 増  




元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  
ま ご し 坂 の
左 の 峯 に 天
狗 岩 と て 大
きな立岩有  
ま た ふ も と
に 岩 屋 あ り
石 仏 あ り 此
岩 屋 大 師 の
作 と も 天 狗
の い わ や と
もいふ也  
 
（記述無し） 左 り の 峯 に
天 狗 岩 と て
大石有  
ふ も と に 岩
屋 石 仏 有 大
師 の 作 と も
又 天 狗 岩 窟
ともいふ  
（記述なし） （記述なし） 峠 に 地 蔵 堂
前 に 茶 や 一
軒 有 左 の 峯
に 天 狗 岩 と
い ふ 大 岩 あ
り 其 山 下 に
天 狗 の 窟 屋
石 仏 有 大 師
の作之由  
 
峠 ニ 地 蔵 堂
前 に 茶 や 一
軒 あ り 左 の
峯 ニ 天 狗 岩
と 云 大 岩 有
其 の 山 下 ニ
天 狗 の 岩 窟
石 仏 有 大 師
の作と云  
 
     是 へ 廻 り て
を わ し へ 出
る 道 あ れ と
も 雨 天 に ハ
行かたし  
是 へ 廻 り て
を わ し へ 出
る 道 あ れ ど











図  11 天狗岩  
 
図  12 役行者小祠  
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表  8 清水寺への経路記述状況  
書名  
西 国 三 十 三
所道しるへ  
順礼案内記  
西 国 巡 礼 細
見記  
順 礼 道 中 指
南車   
西 国 巡 礼 道
中 細 見 増 補
指南車  
新 増 補 細 見
指南車  
天 保 新 増  




元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  




よ り 大 泊 り
村 の 観 音 へ
道あり  
    は た す よ り             
か け ぬ け 道
有  
 
は た す よ り




に 田 村 丸 の
建 立 し 給 ひ
し 観 音 堂 あ
り 長 一 寸 八
分 こ か ね の
千 年 観 音 也
海 底 よ り 揚
給 ふ 仏 と か
や 此 町 よ り
右 の 山 の う
へ な り 町 よ
り 道 の り 十
三丁程あり  
此所（大泊）
ニ 田 村 丸 こ
ん り う の く
ハ ん お ん ど
う有ひ仏也  
（大泊の）  
右 の 方 十 二
丁程山に、田
村 丸 建 立 の
観 音 堂 有 御
長 一 寸 八 分
の 千 手 観 音
海 中 よ り 出
現 永 代 秘 仏
なり  
（大泊の）  
右 の 方 十 二
三 丁 山 上 ニ
田 村 丸 こ ん
り う の く わ




右 の 方 十 一
三 丁 山 上 ニ
く わ ん お ん
堂 田 村 丸 こ




右 の 方 十 二
丁 山 上 に 田
村 麻 呂 建 立
の 観 音 堂 あ
り 長 一 寸 八
分 海 中 よ り




右 の 方 十 二
丁 山 上 に 田
村 丸 建 立 の
観 音 堂 有 長
壱 寸 八 分 海
中 よ り 出 現
の秘仏也  
 
※  括弧内「はたす」「大泊」「大泊の」は筆者の追記  
 




図  14 旧清水寺境内の地蔵  
 




図  16 『西国三十三所名所図会』「七里濱」  
 



























１）  阿曽―間弓の大内山川渡河 
 まず、道中案内から、阿曽―間弓間の集落、川、回り道に関する記述を抽出し、整理し
た（表９）。その結果、川を歩行渡りする基本的経路に加えて、増水時に迂回路を経由する


























表  9 阿曽―間弓における大内山川渡河記述状況  
書名  
西 国 三 十 三
所道しるへ  
順礼案内記  
西 国 巡 礼 細
見記  
順 礼 道 中 指
南車   
西 国 巡 礼 道
中 細 見 増 補
指南車  
新 増 補 細 見
指南車  
天 保 新 増  




元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  
此 村 中 ニ 川
あり  
此 所 に 川 あ
り  
＾川有  川有  川有  
村 入 口 に ＾
川あり  
村 入 口 に 川
あり  
 
大 水 に ハ ひ
だ り へ ま ハ
る  
大 水 に は 左
りへまはる  
大 水 に は 左
り へ 廻 る 道
あり  
大 水 い づ れ
ば 左 り へ ま
わる道あり  
満 水 に ハ 左
の 山 根 を ま
ハ り 柏 埜 へ
出るなり  
満 水 に ハ 左
の 山 根 を 廻
り 柏 野 へ 出
る也  
阿曽村  
       
此 所 ニ 川 村
中ニ壱つ  
川二ツ有  
＾ 川 二 つ 有
り  
川あり  川有  
柏 埜 村 入 口
に ＾ 川 あ り  
阿 曽 の 川 上
也  
柏 野 村 入 口
に 川 あ り 阿
曽の川上也  
 
大 水 に ハ み
ぎと  
大 水 に は 右
と  
大 水 ニ は 右
へ廻る  
大 水 の と き




む ら 過 て 一
つ有  
（川）  （川）  又川あり  
 次 ニ 又 川
有  
柏 埜 村 出 口
ニ＾川あり  
柏 野 村 出 口
ニ川あり  
 
ひ だ り へ 入
ル  
左へ廻る  
是 ハ 左 り へ
廻る  
左 へ 廻 る べ
し  
大 水 に ハ 少
手 前 よ り 左
の 山 根 を 廻
りさきへ出  
大 水 ニ ハ 少
手 前 よ り 左
の 山 根 を 廻
りさきへ出  
       
     




此間ニ川有  川あり  ＾川有  川あり  川有  後ニ川あり  後ニ川あり  
水 出 と き ハ
右 へ 廻 り ミ
ちあり  
大 水 に ハ 右
へ入ル  
大 水 に は 右
へまはる  
大水右へ  
大 水 ニ ハ 右
へ行  
大 水 に は 右
へ行  
大 水 ニ ハ 此
村 の 向 ふ の
山 根 を 廻 る
柏 野 よ り 来
る道也  
       
駒村  
此間川有  川あり  ＾川有  川あり  川有    
 
大 水 に ハ 左
りへ入ル  
大 水 に は 左
りへまはる  
大 水 ニ ハ 左
りへ  
大 水 ニ ハ 左
へ行  
  
     
村 入 口 小 川
有  
間 弓 村 入 口
に川有  
     
大 水 に ハ 右
の 山 根 を ま
ハる  
大 水 ニ ハ 左






図  19 柏野入口の道路遺構  
 




図  21 阿曽―間弓間の基本的経路と選択的経路  
 



































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  










































































































































    
川有舟わた


















































































   香の本よき町なり。出口に川あり。大水の時は。此の川三カ所にて渡る。  
   川上のひんの村といふ所に舟渡しあり。まこせ村峠に茶屋あり。  
   ひんの渡しにて。  
   厚びんの渡しなれとて天窓から銭をおしがるつらの河舟  
   香の本にて。  























































































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事内容  
香の本  この本  香の本  こうのもと  香の元  香本  木本  
此 出 口 に 川
二つあり  
此 間 に 川 三
ツ有  
次 に ＾ 川 三
つあり、  
町 の 出 口 に
川あり  
町 の 出 口 に
川有  
香 本 出 端 ニ
川あり  





















































  １） 大日本帝国陸地測量部 大正２（1913）年「五万分の一地形図 尾鷲」（図 22） 
  ２） 国土地理院 平成 27（2015）「電子地形図２５０００」（図 23） 
３） 航空写真 昭和 22（1947）年 国土地理院（図 24） 
 




図  23 国土地理院  平成 27（ 2015）「電子地形図２５０００」  
 
 



































































図  25 はまぐり石  
 
 
（国土地理院昭和 22 年撮影「 USA-R266-No1-39」（部分）に記入）  
















１）  長島から木本への海路 





































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  













































舟の記述  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
里数の記述  ○  ○  ○  ○  ○  ○    
乗船の禁止  ○  ○  ○  ○  ○  ○    
乗船の推奨  ○              
眺めの記述  ○              
※  ○は記述有りを示す  




































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  




























































































































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  










































































図 28 熊野参詣道伊勢路 詳細位置図 
 
本図の作成にあたって底本としたのは以下の国土地理院発行 25000 分の 1 地形図である。 
 
発行者  和暦  西暦  縮尺  図郭  
国土地理院  平成 10 年  1998 2 万 5000 分の１地形図  伊勢  
国土地理院  平成 12 年  2000 2 万 5000 分の１地形図  国束山  
国土地理院  平成 10 年  1998 2 万 5000 分の１地形図  横野  
国土地理院  平成 23 年  2011 2 万 5000 分の１地形図  伊勢佐原  
国土地理院  平成 23 年  2011 2 万 5000 分の１地形図  古和浦  
国土地理院  平成 16 年  2004 2 万 5000 分の１地形図  長島  
国土地理院  平成 16 年  2004 2 万 5000 分の１地形図  間弓  
国土地理院  平成 16 年  2004 2 万 5000 分の１地形図  島勝浦  
国土地理院  平成 16 年  2004 2 万 5000 分の１地形図  引本浦  
国土地理院  平成 17 年  2005 2 万 5000 分の１地形図  尾鷲  
国土地理院  平成 12 年  2000 2 万 5000 分の１地形図  賀田  
国土地理院  平成 17 年  2005 2 万 5000 分の１地形図  磯崎  
国土地理院  平成 17 年  2005 2 万 5000 分の１地形図  木本  
国土地理院  平成 17 年  2005 2 万 5000 分の１地形図  阿田和  
国土地理院  平成 20 年  2008 2 万 5000 分の１地形図  鵜殿  
国土地理院  平成 20 年  2008 2 万 5000 分の１地形図  新宮  
国土地理院  平成 16 年  2004 2 万 5000 分の１地形図  脇出  
国土地理院  平成 16 年  2004 2 万 5000 分の１地形図  七色貯水池  
国土地理院  平成 13 年  2001 2 万 5000 分の１地形図  大里  






























































第Ⅳ章 熊野参詣道伊勢路を構成する諸要素  
 



































































































２ 礼拝施設の展開  



































表  15 分析対象の道中案内一覧  
書名  
発行年  
和暦  西暦  
『西国三十三所道しるへ』            元禄３年  1690 
『順礼案内記』                享保 13 年  1728 
『西国巡礼細見記』               安永５年  1776 
『順礼道中指南車』               天明２年  1782 
『西国巡礼道中細見増補指南車』        文化３年  1806 
『新増補細見指南車』          文政 12 年  1829 
『天保新増  西国順礼道中細見大全』   天保 11 年  1840 
 













  浄光寺、明神、薬師尊、十王堂、地蔵、観音堂、正崇寺、宮 
 
 







西 国 三 十
三 所 道 し
るへ  
順 礼 案 内
記  
西 国 巡 礼
細見記  
順 礼 道 中
指南車   
西 国 巡 礼
道 中 細 見
増 補 指 南
車  
新 増 補 細
見指南車  
天 保 新 増  
西 国 順 礼
道 中 細 見
大全  
元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
原大辻  
観音庵  





Ｂ        ○  ○  
瀧原  
大神宮  
瀧原宮  Ａ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
浄光寺  佛光寺  Ｃ  ○         
明神  不詳  Ｃ  ○    ○       





Ｂ        ○  ○  
天狗岩窟  岩屋堂  Ａ  ○    ○      ○  ○  








Ａ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
観音堂  不詳  Ｃ  ○         




Ｃ  ○         
清水寺  清水寺跡  Ａ  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  





















































図  30 神宮寺跡を示す石碑  
 




































































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  









































        




















図  32 岩屋堂堂内  
 
























































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  






































































































    
脇に阿弥陀  

































































































































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  








































































  ひ仏也  
永代秘仏な
り  
    秘仏なり  秘仏也  








































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  











次 に 大 は ん
や 山 高 さ 何
ほ ど と も し
れず、南むき
















上 の 方 に 小
き 穴 あ り 花
の 岩 や と い
ふ  



























































      
道より見ゆ
る  















































ア 原大辻観音庵  
原大辻観音庵は三重県度会郡玉城町に所在した寺院で、現在では廃寺となっている。 
嘉永６（1853）年の『西国三十三所名所図会』には挿絵入りで紹介がある一方で、道中




















図  35 石仏庵石柱「巡礼道引観世音」銘  
 
 
































































































































































































図  41 相賀から三木里の宿休・茶屋・礼拝施設立地状況  
 





























































堂が 18 世紀の半ばに下ろされたためであると考えられる。 
 では、そもそも日輪寺が 50 丁目の峠から 45 丁目の位置に下ろされた理由は何であろう
か。その理由について検討するためには再度日輪寺の性格について議論する必要があろう。 
 
表  21 道中案内に見る日輪寺と茶屋の立地状況  
年代  日輪寺の位置   茶屋  
元禄３年（ 1690）  





享保１３年（ 1728）  
『順礼案内記』  
とうげやき山日りん寺   
安永５年 (1776)  
『西国巡礼細見記』  
峠に八鬼山日輪寺  峠寺迄四十九丁有   
天明２年（ 1782）  
『順礼道中指南車』  






文政１２年（ 1829）  
『新増補細見指南車』  




四十五丁目ニ日輪寺  茶所にて食物を売もの有  
嘉永６年（ 1853）  












































































かとなった。各礼拝施設までの伊勢からの里数と推定到達日は表 22 のとおりである。 
 
表  22 元禄年間から天保年間まで記述のある礼拝施設の立地  
 伊勢からの里数  到達日  
瀧原宮  ９．４里   ２日目  
天狗岩窟  １９．４里   ３日目  
日輪寺  ２２．４里   ３日目  
清水寺  ３１里   ４日目  
花の岩や  ３２里   ４日目  
 
イ 近世後半に紹介されるようになる礼拝施設  
 近世後半に紹介されるようになる礼拝施設には、観音庵、千福寺、岩船地蔵堂がある。 
a）観音庵と千福寺 










表  23 観音庵・千福寺の立地  
 伊勢からの里数  到達日  
観音庵  約３里       １日目  
千福寺  約５里     １日目  












図  42 熊野参詣道伊勢路沿道の礼拝施設立地状況  

































３ 見所の展開  





























について、一定の重要性があると考え、これらについて分析の対象とする（表 25・図 43）。 
 
表  24 分析対象の道中案内一覧  
書名  
発行年  
和暦  西暦  
『西国三十三所道しるへ』            元禄３年  1690 
『順礼案内記』                享保 13 年  1728 
『西国巡礼細見記』               安永５年  1776 
『順礼道中指南車』               天明２年  1782 
『西国巡礼道中細見増補指南車』        文化３年  1806 
『新増補細見指南車』          文政 12 年  1829 






表  25 ７冊の道中案内のうち４冊以上で紹介されている見所  
文献上の
名称  
西 国 三 十
三 所 道 し
るへ  
順 礼 案 内
記  
西 国 巡 礼
細見記  
順 礼 道 中
指南車   
西 国 巡 礼
道 中 細 見
増 補 指 南
車  
新 増 補 細
見指南車  
天 保 新 増  
西 国 順 礼




養 流 軒 一
簞子  
笠 屋 五 郎
兵衛  
西川氏  
大 阪 屋 長
三郎  




元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  嘉永 6 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
1853 
本文  挿絵  
田丸城  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    
蚊野の松
原  
    ○  ○  ○  ○    ○  ○  
長者屋敷  ○  ○  ○  ○  ○  ○        
伊勢紀伊
国界  
○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
西行松  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  
親しらず
子しらず  
○     ○  ○  ○  ○    ○    
鬼が城  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○  ○    
あふま権
現二王石  
○     ○  ○  ○  ○  ○  ○    
南海の眺
望  
    ○  ○  ○  ○    ○  ○  
○は記述が有る事を示す  
 














表  26 『西国三十三所名所図会』挿絵一覧（伊勢山田から熊野新宮まで）  
名称  内容  分類  道中案内から抽出された重要な見所  
柳の渡  川・渡し船・集落  道   
田丸城下  家  見所  該当  
蚊野松原  松原・村人・標柱  見所  該当  
原大辻観音庵  寺院・村  礼拝施設   
無量山千福寺  寺院  礼拝施設   
三瀬川  川・渡し船・滝  道   
三瀬嶺  山・地蔵・茶店・道  道   
瀧原宮  社・道  礼拝施設   
瀧原宮其二  道・寺院  礼拝施設   
荷坂嶺  海・山・集落・茶店・道  見所  該当  
間越峠岩舩地蔵堂  堂・茶店・山・岩  道・礼拝施設   
八鬼山  山・集落・道  道   
八鬼山嶺荒神茶屋  茶屋・堂  道・礼拝施設   
十五郎茶屋  茶店・猿・道・山  道   
西行松  松・道・行人・茶店  見所  該当  
木本湊  魚・町人・家  見所   
七里の濱  海浜・並松・海・岩山・道  見所   















ア 田丸城・田丸城下  













































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  
此 所 よ き 町
有  
田丸町  町家      
宿 名 物 合 羽
た ば こ 入 を
うる店多し  
町家多し  
田 丸  城 下
也  宿 休  
此 所 に て も
お ひ つ る 売
あ り 又 名 物
合 羽 た は こ
入 を 売 店 多
し  
町家多し  
紀 州 様 御 屋
しき有  
御城あり  御城有  
田 丸 一 万 石
城 主 紀 州 久
野丹波守  
一 万 石 紀 州
御 家 老 久 野
丹波守  
田 丸 御 城 紀
州 様 御 ■ 城
一 万 石 久 野
丹波守  
田 丸 御 城  
紀 州 様 御 ■
城   
  
町 の 内 よ り
左 り へ 行 右
ハ や ま と は
せ か い た う
なり  
町 す ぐ に 行
ばはせ道、左
りくまの道  
町 中 の は し
こ へ て す ぐ
に 行 は せ 道
左 り じ ゅ ん
れい道  
町 中 の 橋 こ
ゑ て す ぐ に
行 は せ 寺 道
左巡礼道  
大 手 町 直 に
行 ハ 大 和 初
瀬 道 左 へ 行
ハ熊野道  
大 手 町 直 に
行 ハ 大 和 初
瀬 道 左 行 ハ











































































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  













































































































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  
長 者 野 と て
古 へ 長 者 の
有 し 所 の 野
あり  
次 ニ 長 者 が
野  
長しが野  長者が野  
長 者 屋 敷 の
跡あり  















































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  


























界   
伊勢紀伊国
界  
海見ゆる              
























図  49 『西国三十三所名所図会』「荷坂嶺」  
 
























































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
















































            茶や一軒有  
 






図  52 西行松付近現況  



































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
地点  木本  木本  木本  木本  木本  木本  大泊  
記事  
内容  
町 東 の 海 中
山 の 出 崎 に
鬼 が 城 と て
お そ ろ し き
岩や見ゆる  
鬼 か 城 と い
ふ大岩あり  
東 海 中 山 の
出 さ き に 鬼
が城あり  
鬼 が 城 と い
ふ大岩  
東 の 海 中 ニ
鬼 か 城 と 云
う大岩あり  
東 の 海 中 に
鬼 が 城 と い
ふ大岩有  
左 の 岬 ニ 鬼
城 と い ふ 岩










































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  
1690 1728 1775 1782 1806 1829 1840 
記事  
内容  
海 辺 に 高 十
七 八 間 ほ ど
■ り 景 気 す
さ ま じ き 大
岩 ■ つ 東 向
ニ あ り 是 よ
り 西 い つ ち
村 と 云 所 に
あ ふ ま 権 現
の 社 あ り 此
権 現 の 二 王
石 と い ふ な
り 此 岩 の か
し ら 一 つ は
口 を ひ ら き
一 つ は 口 を
と ぢ て 居 る
形に見ゆる  
  
次 の 海 辺 に
高 さ 十 七 八
間 の 岩 二 つ
有 但 し 東 向
き 西 い つ ち
村 と い ふ 所
に あ ふ ま 権
現 の 社 有 此
権 現 を 守 護
し た ま ふ 仁
王石なり。此
岩 の か し ら
一 つ は 口 を
ひ ら き 一 つ
は 口 を と ぢ
て ゐ る 其 の
ま ゝ 仁 王 の
ごとし  
お う ま 権 現
二王石  
西 い づ ち 村
に あ ふ ま 権
現 の 社 有 二
王 石 と 云 ふ
大岩有  
西 い つ ち 村
に あ ふ ま 権
現 の 社 あ り
二 王 石 と 云
大岩あり  
次 ニ 海 辺 ニ
高 サ 十 七 八
間 斗 の 岩 貳
つ 有 あ ふ ま









図  54 あふま権現二王石現況  
 






























































安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  





大泊          
海へ  
[一行欠落 ]         
す べ て 山 を
下 れ ハ 海 辺
に て 大 灘 は
て し な く 余
所 の 国 へ つ
づ き 鯨 あ つ
ま る 海 よ り
寄 来 る 大 涛
の 引 た る 間
を 考 へ 走 り
越 る ゆ へ 親
子 も 跡 を 見
返 る 事 能 ず
号 て 親 し ら
ず 子 し ら ず
と ハ 云 う 也
行 さ き 所 ゝ
に 然 れ は 日
和 よ く 海 上
し づ か 成 時
ハ ▲ 此 難 所
一 向 に し ら
ず  
此 辺 の 道 す
べ て 山 を 下
れ ハ 海 辺 に
て 大 灘 は て
し な く 余 国
へ つ づ き 鯨
あ つ ま る 所
な り 海 よ り
う ち よ す る
大 波 の 引 た
る 間 を 考 え
走 り 越 る ゆ
ゑ 親 子 も あ
と を 見 か へ
る い と ま な
し よ つ て お
や し ら ず 子
し ら ず と な
づ く 行 さ き
所 々 に 有 し
か れ ど も 天
気 よ く 海 上
し づ か な る







し は ら 川 と 云
川 あ り 難 所 な
り 親 し ら す と
い ふ 川 も 有 此
親 し ら す 子 し
ら す と 云 う 因
縁 ■ 此 川 を い
か に し て わ た
る べ き と い ふ
家 も な し 渡 り
場 は 磯 辺 也 左
は 大 海 き わ も
な ふ し て 浪 山
の お と う ね り
■ て は ■ に 打
あ ぐ る 音 す さ
ま し わ た る 時
打 よ せ た る 浪
の か へ り た る
ひ ま も 渡 る な
り そ の 時 後 を
も 見 か へ さ す
■ さ き に と 渡
る ゆ へ に お や
し ら し こ し ら
ず と は 云 也 此
し わ ら 川 一 里
行 て 一 鬼 漛 と
云 う の 子 し ら
す 川 あ り ま へ
に し る す こ と
く難所なり  
  
次 に ＾ し 原
川 お や し ら
ず と い ふ 川
有 此 お や し
ら ず と い ふ
事 は 左 り は
大 海 に て 浪
山 の ご と く
う ね り は ま
に う ち あ ぐ
る そ の 音 す
さ ま じ く わ
た る ひ ま な
し こ れ も 浪
の 引 き し ほ
を 見 す ま し
見 か へ る こ
と な く 我 さ
き に と 走 り
わ た る ゆ へ
お や し ら ず
と は い ふ な
り 一 里 過 て
子 し ら ず 川
お や し ら ず
と 同 じ 事 に
て な ん じ ょ
な り の ど か
な る 日 は 海
に 浪 な く 川
水 な し は る
か に 廻 船 見
ゆる  
志 は ら 川  
小也   
▲ 一 木 村 茶
や有  
同 川 あ り  
小也  
此 二 ツ の 川
も お や し ら
ず 子 し ら ず
といふ  
次 に し ば ら
河▲一木村  
 茶 屋 有 一
木 河 此 二 ツ
の  
 川 親 し ら
ず子しらず  
 と 云 ふ な
ん所也  
志 原 ＾ 川 な
み 際 を 渡 る
親 し ら ず と
い ふ 波 高 き
と き ハ 渡 り
が た し ■ に
右 の 方 ニ ＾
舟 わ た し 有  
有 馬 よ り  
▲ 市 木 村 一
り 宿 有  此
の 処 に も ＾
川 有 前 と 同
し  
志 原 川 波 際
を 渡 る 親 し
ら ず と い ふ
波 高 き と き
は 渡 が た し
■ に 右 の 方
ニ 舟 渡 有 有
馬 よ り 一 り  
市 木 村  宿
有  此 所 に







ケ 南海の眺望  





















































元禄３年  享保 13 年  安永５年  天明２年  文化３年  文政 12 年  天保 11 年  





    
の ど か な る
日 は 海 に 浪
な く 川 水 な









此 辺 弓 手 の 方
別 し て あ ら 海
な れ 共 長 閑 成
日 ハ 川 に 水 な
く 海 静 に 廻 船
遙 に 見 へ て 南
海 の 眺 望 又 他
になし  
此 辺 弓 手 の
方 別 し て 荒
う み な れ ど
も 長 閑 な る
日 は 川 に 水
な く 海 静 に
廻 船 は る か
に 見 え て 南
海 の 眺 望 ま
た他になし  
  










道 筋 所 ゝ の 山
上 に 狼 煙 有 是
は 異 国 の 舟 入
来 る を 遠 見 し
て 若 山 江 知 ら
す備へなり  
道 筋 所 々 の
山 上 ニ 狼 煙
あ り こ れ ハ
異 国 の 舟 入
来 る 遠 見 し
て 若 府 へ し
ら す る 備 へ
也  
  









近 ハ 宝 暦 十 三
未 の 年 福 州 船
寛 政 十 二 申 の
年 蘇 州 船 熊 野
浦 に 漂 着 し て
台 聴 に 達 し 長
崎 へ 送 り 本 国
に返す  
近 く ハ 宝 暦
十 三 未 の 年
福 州 舟 寛 政
十 二 申 の 年
蘇 州 舟 熊 埜
浦 漂 着 し 台
聴 に 達 し 長















































表  36 見所の立地・視対象・情報と性格  
名称  視対象  視対象以外の情報  推定される性格  日常／非日常  
＜伊勢山田＞  




賑わい  日常世界  
蚊野松原  松原・村人・標柱  松茸  暮らし  日常世界  
長者屋敷跡  野・谷間・塚  長者屋敷の跡  かつての賑わい  日常世界  
＜連続川越区間＞  
伊勢紀伊国界  坂・峠・海・茶店  伊勢紀伊国界  境界  境界  
＜連続峠越区間＞  
西行松  坂・峠・松・茶屋  西行  旅の伝説  非日常世界  
鬼が城  大岩・岩窟  鬼が城  鬼の伝説  非日常世界  
あふま権現二王石  大岩  あふま権現、二王石  宗教施設  非日常世界  
親しらず子しらず  川・磯・大海・浪  親しらず子しらず  旅の苦難  非日常世界  
南海の眺望  海・廻船・山の峯  
眺望・狼煙・異国
船・遠見・中国船  






























４ 第Ⅳ章の小結  
本章においては、主に道中案内から重要な礼拝施設・見所を抽出し、史料や自治体史か
らそれぞれの礼拝施設、見所と巡礼との関係を把握するとともに、巡礼路の縦断図等によ
り、その立地の特性と配列を明らかにすることで、17 世紀から 19 世紀において、「伊勢神
宮」と「熊野三山」を結ぶ道として機能した熊野参詣道伊勢路の空間に配置された諸要素
を特定した。 

















１ 本章の目的  
（１）本章の目的  
第Ⅲ章、第Ⅳ章においては、17 世紀から 19 世紀にかけて巡礼路として機能していた熊
野参詣道伊勢路を構成する空間と諸要素を特定した。これに対し、本章では現代の文化遺
産「熊野参詣道伊勢路」を構成する諸要素について把握する。 



































































する単語を含むものを含めても 7 本であった。また、それら記事は 2000 年以降に集中して
いた。 
 
表  37 『月刊文化財』における「保存管理計画」関係記事一覧  
通号  著者名  発表年  論題  
＜記念物の保存管理計画＞  
438 平澤  毅  2000 名勝における保存管理計画と保存修理事業 121 
511 高遠達也  2006 東京都における文化財庭園の保存管理計画  
589 柴田慈幸  2012 宮沢賢治の世界観を表す「イーハトーブの風景地」と保存管理計画  
＜重要文化財（建造物）の保存活用計画＞  
607 下間久美子  2014 重要文化財 (建造物 )保存活用計画の策定について  
＜伝建地区の保存計画＞  
444 宮本雅明  2000 歴史的集落・町並みの調査と保存計画  
559 上野勝久  2010 伝建地区制度における調査と保存計画  
＜近代化遺産の活用＞  

















































表  38 文化庁による保存管理計画にかかる行政通知等施策  
 
発出年  内容  
＜記念物＞   
昭和 48 年  




昭和 48 年  
（ 1973）  
国庫補助による保存管理計画策定事業開始  
 
平成 16 年  




＜建造物等＞   
平成 11 年  
（ 1999）  






平成 25 年  



























（３）『世界遺産 紀伊山地の霊場と参詣道 保存管理計画』の保護  











 このうち、整備活用については、『世界遺産 紀伊山地の霊場と参詣道 保存管理計画』
に項目の記載はあるものの、具体的な内容が把握しがたいことから、2006 年 3 月に策定さ
れた『熊野街道歴史の道整備活用計画（改訂版）』の内容を参照する。 
































 1998 年 3 月に策定された『三重県歴史の道整備活用総合計画』においては、熊野街道と
して田丸から新宮対岸の成川までを対象として整備を実施することとしており、街道とし
































表  39 熊野参詣道伊勢路の保存管理方法  
価値  属性  資産  指定範囲  構成要素  保存管理の方法  現状変更の許可範囲  整備  
巡礼 路  巡礼 起点  伊勢 神宮  × × × × × 
 
巡礼 目的 地  熊野 三山  あり  あり  あり  あり  あり  
 
道  
田丸 ～熊 野三 山約
160km のう ち下 記を
除く 区間  
× × × × ○  
  
峠道 （石 畳道 、約
34km、沿 道の 茶屋
跡・ 一里 塚）  
線形  道の 線形  
現状 保存 、整 備  
日常 的維 持管 理、 自然 崩




土道 ・石 畳道 ・縁 石で 固め
た階 段等 に分 類さ れる 路面
の形 態  
  路面 を斜 めに 横断 する 「洗
い越 し」 と呼 ぶ排 水路  
  
沿道 の景 観  
ヒノ キ・ スギ など の針 葉樹
の人 工林 、広 葉樹 林・ 竹林
（※ ）  
現状 維持 （※ ）  × × 
  茶屋 跡・一 里塚 な
どの 関連 施設  
一里 塚、茶 屋跡、水飲 み場 、
巡礼 供養 碑・ 町石 ・道 標・
石仏 など の石 造物  
現状 の維 持  
日常 的な 管理 、自 然崩 壊
に対 する 復旧 、整 備、 林
業施 策計 画に 基づ く植
栽・ 伐採 、景 観阻 害工 作
物の 撤去  
○  
  
七里 御浜  
約 18 ㎞ の区 間  
熊野 灘の 海面 、汀 線、 砂礫
浜の 地形 、岩 礁  
史跡 の保 護や 自然 景
観の 保全 にも 配慮 し
たも のへ と誘 導  
港湾 ・海 岸管 理者 が実
施・ 許可 した 海岸 工事 、
利用 者の 安全 確保 ・浸 食
防止 の管 理工 事、 安全 確
保の 土地 掘削 、公 益上 認
めら れる 工作 物設 置  
× 
  
加持 鼻王 子跡  梶ケ 鼻大 岩  
現状 の適 切な 保存 管
理  




礼拝 施設  
花の 窟  境内 地  
花の 窟の 巨岩 、王 子の 岩屋
の岩 塊、 拝所 、神 社敷 地、
鳥居 、灯 籠  
現状 保存 管理  整備  × 
 
お綱 かけ 神事  × × × 
 その 他の 礼拝 施設  × × × × × 
 
見所  
熊野 の鬼 ケ城 と獅 子
巌  




獅子 巖  凝灰 岩の 岩塊  景観 を維 持、 補修  
 その 他の 見所  × × × × × 
 























































































熊野古道 AP とそれに関連する計画書は全部で 8 種類ある（表 40）。世界遺産登録前の平
成 15（2003）年 3 月に最初の熊野古道 AP が策定された。この計画には、行動計画のみを
記述した『平成 15 年度編』、『16 年度編』が別冊として附属する。その後、 熊野古道 AP
の各編が示す計画対象期間の末年に、本編の改定・追記が行われている。改定・追記は世
界遺産登録後の平成 17（2005）年、世界遺産に登録されて 5 年後の平成 20（2008）年、世
界遺産に登録後 10 年以上経過した平成 27（2015）年にそれぞれ行われた。このほか、時
点修正や編集上の錯誤の修正などの極めて軽微な改定が平成 16（2004）年と平成 18（2006）
年に 2 度行われている。以上より本稿においては、平成 15（2003）年、平成 17（2005）年、
平成 20（2008）年、平成 27（2015）年に策定・改定・追記された熊野古道 AP（以下、年









表  40 『「熊野古道」アクションプログラム』一覧  
 
２）方法 
熊野古道 AP の内容は、平成 29（2017）年現在策定済みである 8 種類の計画書から把握
した。まず、熊野古道 AP1 について、 地域住民が関係する、a）策定経過（策定参加者と
策定方法）、b）遺産の保護、c）利用（ツーリズム）、d）計画の実施方法の 4 項目について
確認した。その後、改訂された熊野古道 AP についても同様の作業を行い、上記 4 項目につ
いて、内容の変化を把握した。遺産を取り巻く状況は、熊野古道 AP1 策定の前年度である
平成 13 年度から熊野古道 AP4 策定の次年度である平成 28 年度までの、熊野古道 AP および
地域住民に関係すると思われる、あ）世界遺産登録、い）人口および入込客数、う）住民
組織、え）県の施策の 4 項目について把握した。あ）は世界遺産登録記念誌 137から、い）
































































三  重  県  三  重  県  三  重  県  三  重  県  
熊野古道協働
会議  三重県  
熊野古道協働












興 部 東 紀 州 活























平成 15 年 3 月  平成 15 年 3 月  平成 15 年 3 月  平成 16 年 6 月  平成 17 年 7 月  平成 17 年 7 月  
平成 20 年 12
月  
平成 27 年 3 月  
発行年月
日（奥付） 
平成 15 年 3 月  平成 15 年 3 月  
平成 16 年 3 月
改定  
平成 16 年 6 月  平成 17 年 7 月  
平成 18 年 3 月
改定  
平成 20 年 12
月  
平成 27 年 3 月  









































































a) 策定経過（表 41）  























理解できる。なお、 熊野古道 AP4 では「これまでの熊野古道の保全と活用に係る取組につ
いて、その成果と課題等を把握」するため、保存会・語り部等の市民活動団体、有識者を
対象に行っており、意向を聞くというよりも現状把握を目的としている。 





















表  41 策定経過の変遷  










市民事務局員  〇  〇      
行政向け説明会  〇     
ワークショップ  〇       
シンポジウム   〇    
熊野古道協働会議   〇  〇  〇  
関係者検討会議     〇  
関係者ヒアリング  ○  〇  〇  〇  
関係者アンケート    〇  〇  〇  
来訪者ヒアリング    ○  〇  
来訪者アンケート       〇  
○：該当する項目  
 
表  42 策定内容の変遷  













「法と条例」  第 2 章  
第 3 章  
第 5 節  
行政の役割  
資料編  
第 5 節  

























宿泊施設  善根宿・宿坊  善根宿・宿坊  －  民泊・ B＆ B 




交通アクセス整備  －  駐車場充実  
実施
 
対象期間  3 年  3 年  7 年  5 年～ 10 年   
進行管理  PDCA PDCA －  －  
運営体制  熊野古道協働会議  
熊野古道  
協働会議  
－  －  






b）遺産の保護（表 42）  
 遺産の保護については、取り扱いの優先順位を示す章に大きな変化がみられた（表 42）。
熊野古道 AP1 においては第 2 章で取り扱われていた「関連する法と条例」の解説は熊野古
















このように、 熊野古道 AP1 で遺産に関係するすべての人々に求めていた遺産保護の責任
は、行政の文化財保護担当部局が果たすべき責任として限定されるように変化したといえ
る。 
c) 利用（ツーリズム）（表 42）  


















来訪者に求めていた社会的責任については熊野古道 AP2 まで記述が見られたが、 熊野古
道 AP4 ではこれまでの「主な成果」欄に「参詣道ルールの制定と普及・啓発」が記され、
「今後の計画」欄には記されない。一方、来訪者との関係としては、誘客促進、周遊性・





d) 計画の実施（表 42）  
進行管理の記述は熊野古道 AP2 を最後に見られなくなる。また、個々のアクションを書
く事業主体が 1 年ごとに見直すＰＤＣＡサイクルの記述も熊野古道 AP3 以降見られなくな
る。管理運営計画の対象期間は、 熊野古道 AP3 以降大幅に延長される。また、運営体制と












13 年（2001）に世界遺産の暫定リストに登録された。平成 14 年 12 月には国史跡に指定さ
れ、文化庁は平成 15 年 1 月、世界遺産登録推薦書をユネスコに提出した。ICOMOS は平成
15 年 10 月の現地調査の結果を受けて、世界遺産委員会に対し世界遺産リストに登録すべ
きという勧告を行うことを決定、その後、平成 16 年 6 月に中国蘇州で開催された第 28 回
世界遺産委員会において世界遺産に正式登録された。登録に際して付された勧告に基づき、
平成 17 年度には包括的保存管理計画が作成され、ユネスコへ送付された。その後は 6 年に





の大紀町、紀北町、尾鷲市、熊野市、御浜町、紀宝町の 6 市町である 142。これら 6 市町
の総人口は、平成 12 年に 101、873 人であったのに対し、平成 28 年には 78、971 人へと減
少している。一方、入込客数は平成 12 年に約 7 万 9000 人だったのが、AP2 発行前年の平
成 16 年には約 15 万にまで増加した。その後平成 20 年までほぼ横ばいで、AP3 発行後の平






熊野古道 AP1 が発行された平成 13 年から 15 年までは、住民組織間のネットワークの構築
や、語り部会員の組織化、熊野古道保全への決意表明、世界遺産登録を機に地域の保護意
識が高まることへの期待感を表明する記事があった。平成 16 年には語り部養成講座があり、










る記事も見られた。平成 25 年 5 月に皇太子行啓があり、これを回顧する内容が、熊野古道
AP4 が発行される平成 26 年、27 年にみられ、熊野古道語り部友の会の活動が着実に充実し
てきた状況がうかがえる。一方、熊野古道 AP3 が発行された平成 20 年には、若手の語り部
会員募集と語り部養成講座の開始を告知する記事があり、語り部の高齢化と人材不足が課
題となってきていることが窺える。平成 21 年、23 年、26 年に、語り部の高齢化と人材不
足に関する記事が登場しており、この課題が解消していないといえる。語り部の会員数は、
記事において 186 人（平成 14 年）、200 人（平成 19 年）、220 人（平成 21 年）と増加して
いたが、その後、170 人（平成 26 年）、160 人（平成 27 年）と減少に転じている。実際に
活動している人数は、200 人中 60 人（平成 19 年）、170 人中 4 割（平成 26 年）と記事中で

































え）県施策の変化（表 43）  
熊野古道 AP の発行者には、熊野古道 AP1 において「地域振興部東紀州活性化プロジェク
トグループ」の名称が付されており、三重県の東紀州地域活性化担当部署と考えられる。
組織改編によって、東紀州地域活性化担当部署は平成 18 年度から政策部、平成 24 年度に
は地域連携部へと所属は変化し、平成 29 年度には地域連携部南部地域活性化局東紀州振興
課が相当している。 













定の方向が打ち出されていたことが確認できる。                                                                                                                               




ではまず、平成 14 年度以降の上記 4 事業について事業内容の変遷を検討する。 
ア）世界遺産対策に係る事業：平成 14・15 年度「世界遺産総合対策プロジェクト推進事業」
平成 16～18 年度「世界遺産（熊野古道）対策推進事業」平成 19～22 年度「世界遺産熊野





「「吉野・高野・熊野の国」事業」が分離する。平成 15～18 年度までは、熊野古道 AP の実
施を事業の中心に据え、15・16 年度は世界遺産登録記念事業を掲げている。平成 19・20
年度は資料がなく詳細不明だが、平成 21 年度にはアクションプログラムの文言は消滅し、
「登録 5 周年記念」の事業の実施を図っている。平成 22 年度には和歌山県・奈良県との広
域観光ルート開発、観光プログラム開発、冊子作成へ変化する。平成 23 年度には、広域観
光の推進が「吉野・高野・熊野の国」事業として分離、冊子作成とウォークイベントの実
施が「古道対策推進事業」として残り、平成 24 年度で廃止となった。 
イ）紀北交流拠点整備：平成 14 年度において「熊野古道センター（仮称）の事業化に向け
た取り組み」を実施している。平成 15 年度～18 年度にかけて建設工事を行い、平成 18 年
度末に開館。その後は運営費が毎年計上される。運営目的は平成 19～23 年度は「交流促進」
が挙げられていたが、平成 24・25 年度は「集客」へと変化し、平成 26 年度からは「集客
交流」となっている。 
ウ）紀南交流拠点整備：平成 14 年度には基本計画が策定され、平成 15～18 年度は紀南集
客に関するソフト事業が行われている。平成 16 年度以降、三重県の予算書には中核的交流
施設整備が平成 28 年度まで継続する。事業は、平成 17 年度に策定された『紀南中核的交
流施設整備基本構想』 144によれば、民間事業者が整備を実施し、これに三重県と関係市町





















くろう！事業」も実施される。このほかダイビング関係事業が 2 件実施されている。 
平成 18～20 年度においては、「伊勢と熊野の二つの文化圏を結ぶ「熊野古道伊勢路」を
多くの人々が通して歩ける環境やしくみづくり」を行う「熊野古道伊勢路を結ぶしくみづ
くり事業」が開始（平成 19 年度）し、以降平成 21 年度開始の「熊野古道伊勢路踏破支援
緊急雇用創出事業」とともに平成 24 年度まで継続する。 
 平成 21～23 年度においては、広域的な交流による地域活性化を支援する地域自立・活性
化総合支援制度に基づく社会資本整備総合交付金が交付され、この要件に基づいた「三重
























業」が実施される。また、平成 26 年度の世界遺産登録 10 周年に向けた観光キャンペーン
事業として、平成 24・25 年度「東紀州観光プロジェクト事業」、平成 25 年度「東紀州地域
誘客促進緊急雇用創出事業」、「熊野古道情報提供強化緊急雇用創出事業」、平成 25・26 年
度「熊野古道世界遺産登録 10 周年事業」が実施される。このほか、平成 25 年度には、「世
界遺産を活用した魅力ある観光商品の企画造成」を行う「紀南地域観光商品企画造成緊急
雇用創出事業」が実施される。 

































登録 5 周年  
広域観光  
広域観光  広域観光  
イ）熊野古道セ
ンター  
事業化取組  建設工事  開館・運営  交流促進  集客  集客交流  
ウ）紀南中核的
交流施設  







































































など熊野古道 AP の実施とその方向性にそった施策が展開し、登録 5 周年をはさんで次第に





















されなくなった。この後、入込客数は急増し、登録 10 周年を過ぎた時期、AP4 では住民も
民泊や B＆B など遺産の価値とは無関係なツーリズムへの参加を促されることになった。一
方三重県は AP4 に即した事業は実施しなくなった。 











表 44 熊野古道 AP と取り巻く状況の変化  
熊野古道 AP AP1 AP３  AP4 
策定の時期  世界遺産登録前  
ICOMOS 調査前  
伊勢路の保護気運  
大幅な来訪者増を期待  入込客数急増に対応  
登録 10 周年経過  
策定参加者  幅広い人々  限定的な人々・域外の意見  限定的な人々・域外の意見  





民泊や B＆ B など遺産の価値と
は無関係なツーリズムへ住民
の参加を促す  
















結果  入込客数横ばい  
三重県は AP 不記載事業を実施  
 大規模宿泊施設  
 国土交通省の広域的活性化  








































表  45 分析対象のガイドブック一覧  
番号  発行者  書名  発行年  発行主体  書籍形態  
ガイドブックの
性格  

































34 昭文社  











































































三重県  地域振興部  
東紀州活性化・地域特定プロ
ジェクト  
日本の原郷吉野熊野を歩く  ルートマップ &ア














































47 東紀州観光まちづくり公社  
世界遺産熊野古道を歩く  伊勢から熊野三山




















49 伊勢文化舎  
聖地巡礼  熊野・吉野・高野山と参詣道  熊
野古道 ,大峯・吉野の道 ,高野山町石道  巡礼
の道 50 コースを歩くガイド  
2004 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  





51 川端  守  風媒社  熊野古道世界遺産を歩く  ガイド   2004 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  
52 世界文化社  森田敏隆  
ほたるの本  世界遺産  紀伊山地  熊野古道
を行く  
2005 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  
53 宇江敏勝監修  山と渓谷社  熊野古道を歩く  2006 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  








2013 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  
56 伊藤文彦  
熊野古道伊勢路を歩くー熊野参詣道伊勢路巡
礼ー  
2015 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  
57 山と渓谷社  
歩いて旅する  熊野古道・高野・吉野  世界
遺産の参詣道を楽しむ  
2015 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  
58 川端  守  風媒社  熊野古道巡礼の道伊勢路を歩く  2015 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  







歩いて楽しむ南紀の旅  改訂版  
2018 その他  書籍  
専門的ガイドブ
ック  































には、全ての品詞を分析対象に、Ward 法を用い、距離は Jaccard 法によって測定し、クラ















































a) 伊勢路の観光の観点からの捉え方  
テキストマイニングの結果をクラスター分析した結果、クラスター１は 11 冊、クラスタ






















図  61 クラスター分析結果（左端数字は表 44 文献番号に対応）  









判断された。以上の結果、［全体］9 冊、［一部］37 冊、［点］13 冊、［なし］1 冊となり、
［一部］を紹介するものが多かったが、空間である道はほとんどのガイドブックで紹介さ
れていた。 
































登録  0.4286 高野山  0.6667 記述  1 ガイド  0.4615 伊勢路  0.6111 
世界遺産  0.2821 熊野三山  0.4839   松本  0.375 歩く  0.375 
熊野古道  0.2 伊勢神宮  0.4615   掲載  0.375 大辺路  0.3571 
祝  0.1818 世界遺産  0.4318   歩ける  0.3333 中辺路  0.3333 
紀 伊 山 地
の 霊 場 と
参詣道  
0.1333 熊野古道  0.4038   峠  0.3333 熊 野 古
道  
0.2857 
巡礼  0.125 聖地  0.3214   エリア  0.3333 小辺路  0.2857 
行く  0.125 旅  0.3125   神  0.3 紀伊  0.2667 
結  0.0909 パワー  0.2917   情報  0.3 コース  0.2353 
紀伊山地  0.0909 スポット  0.25   マップ  0.2727 旅  0.2308 
本  0.0909 行く  0.1923   ア ク セ
ス  











行】42 冊、【車移動含む】8 冊【行動なし】3 冊となり、車移動を前提としているものがあ
ることが伺われた。 
c） 伊勢路の観光の観点からの捉え方との関係  
 まず、空間（図 62）について検討すると、「徒歩旅行」の捉え方を示すガイドブックは、 
 






図  63 物（礼拝施設・見所）平均記述個所数  
 
図  64 推奨観光行動記述冊数  
約半数が伊勢から熊野までの空間全体を紹介し、残りは［一部］の空間を紹介していた。
一方、「エリア観光」と「聖地・パワースポット」を示すガイドブックでは、［全体］を紹










14 冊中 5 冊が実際の行動としても【徒歩旅行】を推奨し、8 冊が【歩行】を推奨していた。
しかし、「エリア観光」では、【歩行】が推奨され、 「世界遺産」、「聖地・パワースポット」
では、【車移動含む】観光行動も推奨されていた。 
２）  発行時期別のガイドブックの特徴 
ガイドブックの記述内容は、その発行年次によっても変化すると考えられる。そこで、










ると考えられる。次いで、世界遺産に登録された 2004 年からの 5 年間は、ガイドブックの
発行冊数が増加する一方で、「徒歩旅行」を主題にしたガイドブックの割合は大きく減り、
「世界遺産」、「エリア観光」、「聖地・パワースポット」のガイドブックが増えている。世
界遺産登録 5 周年にあたる 2009 年以降 5 年間は、全体の発行冊数がやや減少する中で、「聖
地・パワースポット」の割合は大きく増加している。一方で「世界遺産」と「エリア 
 
※文献番号 42 は分析対象から除く   






図  66 発行主体別ガイドブックの特徴  
































イ 行政関係機関発行のガイドブック  
行政関係機関が発行しているガイドブックは 10 冊であった。伊勢路の所在地である三重
県や、三重県と関係市町村で作る東紀州地域活性化事業推進協議会が、世界遺産登録前の




ウ その他発行のガイドブック  
伊勢路を取り上げるガイドブックは世界遺産登録後、断続的に発行されており、12 件で
あった。このうち、「徒歩旅行」と「エリア観光」が 4 件と最も多く、ついで「世界遺産」





































































全ての発行主体  〇  × △  〇  
























































































































第Ⅵ章 巡礼路に対する価値認識の変遷  
 
１ 本章の目的  














２ 巡礼者が熊野参詣道伊勢路に見出した価値  
（１）巡礼空間の装置性  






































































判読できた 18 文献である（表 47）。 
次に、視対象にかかる語句について抽出をおこなった。その結果、視対象としては 1379










表  48 分析対象とした道中日記一覧  
文献番号  筆者  和暦  西暦  書名  
①  嵐雪・朝叟  宝永２年  1702 「その濱ゆふ」  
②  某  宝永３年  1703 「伊勢参宮道中記」  
③  木村有周  明和２年  1765 「伊勢参宮・西国巡拝道中記」  
④  釣雪亭桐左  明和７年  1770 「西国三十三番巡礼紀行」  
⑤  辻武左衛門  安永２年  1773 「西国順礼日記」  
⑥  大馬金蔵  天明６年  1786 「伊勢参宮道中記」  
⑦  某  天明６年  1786 「西国道中記」  
⑧  某  寛政２年  1790 「西国道中記（加筆）」  
⑨  鈴木牧之  寛政８年  1796 「西遊記神都詣西国巡礼」  
⑩  龍泉寺州椿禅師  文化４年  1807 「西国順礼記」  
⑪  廣三郎  文化９年  1812 「西国順礼道中記」  
⑫  某  文政 10 年  1827 「西国順拝道芝の記」  
⑬  角田藤左衛門  天保 12 年  1841 「西国道中記」  
⑭  神戸由左衛門  弘化２年  1845 「道中日記帳」  
⑮  福田藤吾  弘化４年  1847 「伊勢西国道中記」  
⑯  大和屋（木地屋）某  嘉永３年  1850 「伊勢参宮道中記」  
⑰  渡辺吉蔵  安政 3 年  1856 「道中日記帳」  
⑱  宗田伝治右衛門  明治 13 年  1880 「道中日誌」  
 



























































空：  空、雲井、東雲、雲、海日、日の出、朝日、暁、朧月  
                         ※  情報は取り上げない。例）屋号、価格、地名、里数  
表  50 感情（評価）に関する語句の分類  



































































































人物   15 0 0 1 0 1 1 0 4 4 0 0 7 0 9 0 0 0 7 2 22 1 3 0 0 1 0 0 2 0 1 0 0 0 1   
食物   2 2 0 0 0 0 1 0 5 0 0 0 3 0 18 2 0 0 10 4 22 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2 0 2 0 1   
道具   10 2 0 1 0 0 0 3 3 3 0 1 3 1 20 0 0 0 3 3 14 0 0 2 1 1 0 0 0 0 2 0 2 0 2   
設置物   0 1 0 0 0 4 1 3 0 0 0 4 3 0 1 3 0 2 4 8 2 0 1 4 2 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0   
建築物   6 20 0 0 1 3 1 6 11 32 0 1 6 2 26 11 0 0 7 18 30 0 7 12 10 0 5 1 0 1 0 0 2 1 5   
道   7 0 0 0 2 0 4 0 22 0 0 3 13 8 65 4 0 0 11 2 48 8 5 1 13 0 3 0 0 1 6 5 5 1 13   
動物   2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   
草木   1 0 2 10 0 0 0 0 2 71 0 4 0 1 2 0 0 0 4 0 6 16 26 0 7 2 1 0 0 4 5 1 1 1 0   
時節   2 1 0 0 0 0 0 0 5 1 0 0 3 1 6 0 0 0 5 0 4 0 1 0 1 0 2 0 0 0 4 1 1 0 1   
川   9 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 0 21 0 20 0 0 0 9 0 12 0 0 2 9 0 2 0 0 0 5 7 5 0 21   
野   0 0 1 0 0 0 3 0 0 0 0 10 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0   
山   0 0 0 1 0 0 2 0 3 0 0 2 1 2 15 5 0 1 3 0 10 0 2 13 3 13 4 4 0 25 0 0 0 0 1   
海   0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 29 1 0 0 2 1 23 0 0 5 4 1 5 3 4 3 7 7 5 8 3   
空   1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 8 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0   
合計   55 26 3 13 3 8 13 12 74 111 0 26 66 18 221 26 0 3 67 38 194 25 45 39 51 18 22 8 6 42 32 21 23 11 48   
                                        
感情 良い   0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1  3 16 0 0 0 10 1 17 0 0 0 5 0 3 1 0 3 7 3 2 3 2   
































第 1 区間  10 148 6 196 344 
第 2 区間  4 66 0 0 66 
第 3 区間  18 578 6 149 727 
第 4 区間  4 131 5 100 231 























第１区間 第２区間 第３区間 第４区間
1里あたり視対象数（件）
1里あたり感情発露数（件）

















表  53 各区間における視対象記述数の上位５項目  
  第１区間  第２区間  第３区間  第４区間  
1 位  道  川  道  川  
2 位  川  道  建築物  道  
3 位  人物  人物  海  海  
4 位  建築物  建築物  食物  時節  







  207 
まず、表 50 で示した視対象の一覧表のデータを元に、地点名をケースに、視対象の分類
を変数に設定し、主成分分析を行った。その結果、第４軸までの固有値が 1 以上で第４軸
までに累積寄与率が 77.42％となった（表 53）。 
 
表  54 主成分分析結果（１）  
主成分 固有値 寄与率 累積寄与率 
第 1 軸 6.709 47.92% 47.92% 
第 2 軸 1.531 10.94% 58.86% 
第 3 軸 1.386 9.90% 68.76% 
第 4 軸 1.213 8.67% 77.42% 
 
表  55 主成分分析結果（２）  
 第 1軸  第 2軸  第 3軸  第 4軸  
人物  .773 .023 .312 .082 
食物  .870 .274 .172 -.045 
道具  .906 .233 .174 -.047 
設置物  -.104 .697 .109 .539 
建築物  .505 .270 .737 -.058 
道  .927 .213 .054 -.121 
動物  .624 .005 -.111 .344 
草木  -.085 -.153 .874 -.070 
時節  .870 -.084 .061 .004 
川  .784 -.133 -.099 .069 
野  .011 -.041 -.096 .847 
山  .216 .829 -.076 -.142 
海  .766 .364 .003 -.322 
空  .717 .443 -.084 -.111 
（網掛けは絶対値が最も大きい軸）  
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総計  実際の位置  
視対象少  3   1 4 8  
設置物 +建造物  3  2  5  
至近景（建築物・野） 2  3  5  
設置物・野・海以外  2    2  
草 +建築物  1    1 瀧原宮  
野  1    1 長者屋敷  
道中心     1  1 区間８：連続峠越  
道・川・至近景中心    1 1  2 
区間７：連続川越  
区間 10：尾鷲付近  
道 +海     1 4 5  
建築物 +至近景     1  1 日輪寺  
海 +道 +営み     1  1 区間１１：連続峠越  
山     1 1 2 清水寺・鬼ヶ城  
山注視      1 1 花の窟  












































































 加えて、日記に記される感情は、第 1 区間においては負の感情が発露されるのに対し、







表  57 巡礼者の眺めの体験と感情  
 第 1 区間  第 2 区間  第 3 区間  第 4 区間  




視対象タイプ  近景  
道・川・  
至近景中心  









区間   ○  ○   
礼拝施設  瀧原宮   日輪寺・清水寺  花の岩や  
見所  長者屋敷    鬼ケ城  
感情  負  正 /負  正 /負  正  
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３ 巡礼路に対する価値認識の変遷  
（１）巡礼路に対する価値の認識モデル  
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図  70 道路空間の装置性と価値認識の変遷  
 
  216 






































表  58 価値認識の変遷の関係  







観音信仰  伊 勢 ― 熊
野の道  
礼拝施設・見所  観音信仰、経路  
巡礼促進  
あり  










      
登録後段階  聖 地 ・ パ
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第Ⅶ章 結論  
 












































































































２ 巡礼路の保存と継承に向けて  
 以上の研究の結果、今日行われている文化遺産「熊野参詣道伊勢路」の法的保護、管理
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エンス景観に対する歩行者の着眼点と撮影注視動機 :(社 )日本都市計画学会  都市計画報告集 No.8 
45 熊野参詣道伊勢路におけるトレイルランニング大会としては 2010 年 11 月 27 日～ 28 日に行われた
ものが最初で、これはスポーツ用品メーカーとプロのトレイルランナーが企画したものであった。
2012 年 3 月 10 日～ 11 日にはプロトレイルランナーと観光庁が関係自治体 (三重県・大紀町・紀北町・
尾鷲市・熊野市 )の反対を押し切って「熊野古道伊勢路・トレイルランニングの旅」を実施した。以
降、三重県内の世界遺産登録区間においてトレイルランニングの大会は行われていない。  
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地域 )をケーススタディとして－  
48 筆者である。  
49 福元ひろこ (2013) ：歩く旅の本  伊勢から熊野まで：東洋出版  
50 伊藤文彦 (2015) ：熊野古道伊勢路歩き旅～熊野参詣道伊勢路巡礼～：サンライズ出版  
51 三重県教育委員会 (1981) ：歴史の道調査報告書Ⅰ熊野街道：三重県教育委員会  
52 塚本  明 (2008)熊野街道『伊勢路』の特質－江戸時代の道中記から－：第 9 回全国歴史の道会議三
重県大会報告書  
53 田中智彦 (2001) ：巡礼の成立と展開：日本の宗教文化：高文堂出版  
54 田中智彦 (1987) ：愛宕越えと東国の巡礼者－西国巡礼路の復元－：人文地理 39－ 6 
田中智彦 (1988) ：石山より逆打と東国の巡礼者－西国巡礼路の復元－：歴史地理学 142 
田中智彦 (2001) ：巡礼の成立と展開：日本の宗教文化：高文堂出版  
55 塚本  明 (2008) ：道中記研究の可能性：三重大史学  第 8 号  
56 本論で分析に利用した道中案内は以下のとおりである。  
養流軒一簞子  元禄３年 (1690) ：西国道しるべ：国立国会図書館蔵  
笠屋五郎兵衛  享保 13 年 (1728) ：巡礼案内記：三重県教育委員会 (1981)歴史の道調査報告書Ⅰ熊野
街道  所収  
西川氏  安永５年 (1776)：西国順礼細見記：国文東方仏教叢書  第 1 輯  第 7 巻  (紀行部 )所収  
大阪屋長三郎  天明 2 年 (1782)：巡礼道中指南車：三重県教育委員会 (1981)歴史の道調査報告書Ⅰ熊
野街道所収  
左楽斎  文化３年 (1806)：西国巡礼道中細見増補指南車：青樹堂大阪屋長三郎  和歌山県立図書館蔵  
沙門某  文政１２年 (1829)：新増補細見指南車：玉樹堂田辺屋新四郎・青樹堂大阪屋長三郎  国立国
会図書館蔵  
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物館蔵  
57 三重県教育委員会 (1981)：歴史の道調査報告書Ⅰ熊野街道  
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59 大日本帝国陸地測量部 (1894)：滝原村  
60 暁鐘成  嘉永６年 (1853)：西国三十三所名所図会：臨川書店復刻版  
61 例えば、天明６年 (1786)の「西国道中記」(三重県教育委員会 (1981)『熊野街道』所収 )には、「此森
に七色の杉とて  うへに檜ノ木  榧  松  しい  紅葉  つげ  榊  〆七色也  同屏風杉  是ハさい
なんよけ也  子持杉  夫婦杉  三杉四杉とて壱本ニ而三本と四本ニなりし也  ほうき杉兄弟杉  山
田ノ滝祓杉是さいなんよけ也  角力とり杉  其外大  木等殊の外多し  次ニれんりの枝とて有  榊
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63 国土地理院 (2015)：電子地形図２５０００  
64 国土地理院 (2015)：電子地形図２５０００  
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77 田中智彦 (1989)：西国巡礼の始点と終点：神戸大学文学部紀要 16：神戸大学、『聖地を巡る人と道』
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78 塚本  明 (2008)：熊野街道『伊勢路』の特質－江戸時代の道中記から－：第 9 回全国歴史の道会議
三重県大会報告書  
79 塚本  明 (2008)：道中記研究の可能性：三重大史学  第 8 号  
80 伊藤裕偉 (2009)：熊野街道八鬼山道周辺の中世石造物：三重県史研究  第 24 号：三重県  
81 田中智彦 (1989)：西国巡礼の始点と終点：神戸大学文学部紀要 16：神戸大学、『聖地を巡る人と道』
再録  
82 塚本  明 (2008)：熊野街道『伊勢路』の特質－江戸時代の道中記から－：第 9 回全国歴史の道会議
三重県大会報告書  
83 伊藤裕偉 (2009)：熊野街道八鬼山道周辺の中世石造物：三重県史研究  第 24 号：三重県  
84 岡田登 (1987)：第五編宗教  第一章  瀧原宮・瀧原並宮：大宮町史  
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86 大宮町 (1987)：大宮町史  歴史編、  p31， p743-749 
87 岩屋堂内には新しい護摩の形跡を残す炉が存在しており、今日でも毎年修験者による参詣があるこ
とを地元住民から聞き取った。  
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辻観音庵 (石仏庵 )の三十三体石仏などとの共通性が見られ、この時期の造立と推定した。  




93 中屋志津男 (1999)：紀伊半島の地質―6 中新世の火成岩類： URBAN KUBOTA 38 
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111 大宮町 (1987)：大宮町史  歴史編、  p58 
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114 国指定天然記念物及び名勝  
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117 「熊野参詣道」の史跡指定の経緯は、平成 12（ 2000）年 11 月 2 日付けで、まず中辺路と熊野本
宮大社旧社地の大斎原、熊野那智大社境内、青岸渡寺境内、補陀洛山寺境内が「熊野参詣道」とし
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地踏査、平成 24年 11月から平成 26年 11月にかけての熊野参詣道伊勢路の現地踏査の調査成果を含んで
いる。熊野参詣道伊勢路の現地踏査には、奥田紘三、奥田眞利子、幸崎夏子、近藤典子（Noriko Ourso)、
米盛（佐藤）明美、竹内英昭、井西祥次郎、井西貴子、稲波まり子、大石亜美、竹田憲治、堀正典、丸山
香代、武藤敏正、広瀬雅信、奥村隆志、坂口修司、鈴木一司、中田奈緒子、中村千恵、宮原佑治、畑中一
宝、梅原陽向、梅原康暢、佐原立人、蘇文淑、西尾信廣、味噌井拓志、山口朝、山﨑るみ、渡辺慶、杉本
裕一の各氏に参加頂いた。心より感謝したい。 
研究の過程においては、地元三重県の研究者である榎村寛之氏からは文献史学の観点からのご教示を、
竹内英昭氏からは参詣道の石畳や史跡指定の経過などに関するご教示を、竹田憲治氏からは石造物等につ
いてご教示を賜った。さらに、大阪の研究会においては、広瀬雅信、井西貴子、西尾信廣、西尾裕子、今
井（松尾）奈緒子、丸山香代の各氏からも有益なご意見を賜った。このほか、山川志典、外崎杏由子、庄
子亮平、筬島大悟、大藪（中井）陽子、内田昌太朗、船木大資の皆さんをはじめ、筑波大学で学ぶ先輩、
後輩諸氏との活発な議論は私にとって極めて刺激的で示唆に富んでいた。以上の各氏にも心から感謝申し
上げたい。 
本研究が自身の職務と関係するとは言え、社会人として大学院に通うことには職場の理解と支援が不可
欠だった。ご理解、ご支援いただいた三重県埋蔵文化財センター所長の野原宏司氏はじめ、職場の同僚諸
氏にもこころから感謝申し上げたい。 
最後に、家族である父・伊藤宣機、母・千鶴子、兄・久樹、義姉・理絵にも、心から感謝したい。家族
の有形無形の支えがなければここまで学びを継続することはできなかった。 
私たち全国の文化財保護担当者は日々、文化財の保護と格闘している。しかし、個々の担当者は孤立無
援の中で、手探りで保護に取り組んでいるといっていいだろう。その中にあって、この筑波大学大学院世
界遺産専攻/世界文化遺産学専攻の学びと研究は、私たち文化財保護担当者に勇気と希望を与えてくれるも
のであると確信する。この学びの場を与えて頂いたことに改めて感謝申し上げたい。そして本研究が、熊
野参詣道伊勢路をはじめ、文化遺産としての「道」の保護の一助になることを、心から願うものである。 
